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１．事業の概要

当社は昭和37年に開業し、北海道帯広市に

て、鋼構造物の受注製造販売を行なっている

従業員約40名の企業である。当社は徹底した

合理化・省力化に努めコストが安く、しかも

高品質の製品をお客様に提供し地域社会に貢

献することを社命と考え、充実した機械設備

への投資の他に、技術力の向上に日々努力し

ている。昭和57年には建設大臣工場認定のＨ

ランク（ハイグレードランク）を取得した十

勝地区唯一の企業であり、今後ますます確か

な技術力をもってお客様そして地域のニーズ

に応えるべく、社員一同尚一層の努力・研鑽

していきたいと考えている。

２．高齢者雇用の状況

当社の製品は鋼構造物であり、加工職場は

３Ｋ職場的要素が強く、現場作業への若年者

の定着性は悪く従業員の高齢化が進んでい

る。現在、技能系は44歳以下17名、45～54才

5名（含む女性１）、55～59才６名（含む女性

２）、60～64才０名,65歳以上１名、技術系は、

44歳以下女性２名、45～54才３名（含む女性

１）、55～59才２名（含む女性１）、60～64才

2名、65歳以上１名となっている。

３．研究の背景、課題

上記のごとく、当社作業現場は３Ｋ職場に

類すること、また、加工にあたっては経験や

技量が必要とされるが、若年者が一定の技量

水準に達するまで辛抱できないことと相まっ

て従業員の高齢化が進んでいる。当社の特化

物としては加工技術力の高さが上げられるが

これは従業員の個々人の能力による所が大き

いと考えている。そこで当社では定年は60歳

ではあるが、希望者は再雇用の形態で継続雇

用を実施している。今後、これまで当社を支

えてきた従業員の高齢化は所与のものとして

“より働きやすい作業環境を整備”していく

こと、また、その経済的基盤となる労働生産

性の向上を図って行くべきと考えていた。一

方、高齢化する高齢者の加工技術は、個々人

に依存し当社の特化物を継続的に伝承してい

くシステムが存在していない実情がある。縮

小化する公共事業のなかで、当社生き残りの

ためには、若年者の技術修得及び定着性向上

にもつながる加工技術の継承システムの構築

もまた不可欠な課題であると考えていた。

４．研究のテーマ・目的

そこで本研究では、「鋼構造物製造業にお

ける技能伝承の仕組みづくりと作業負荷軽減

に関する調査研究」と題したテーマで実施す

ることとした。

本研究の目的は、テーマのごとく当社高齢

従業員のための働きやすい職場づくりと技能

伝承の仕組みづくりである。当社ではこのよ

うな共同研究は初めてであり、具体的な研究

の進め方のノウハウは有していない実情があ

った。そこで、本研究には、共同研究者であ

る（独）高齢・障害者雇用支援機構の“Webに

よる職場改善支援システム”を利用すること

とした。このシステムはこれまでの共同研究

事例がデータベース化されていると聞くが、

このシステムを利用して研究を実施したとの

報告はなされていない。そこで本研究目的の

中には、このシステムの活用事例として寄与

することを加えることとした。

５．研究体制と活動

本研究は、平成15年４月～平成16年３月に

わたり、プロジェクト委員会を設置し、２ヶ

月に１度の割合で研究会を開催した。研究会

で問題点の解決案を作成し、プロジェクトメ

ンバーが研究活動を通して改善を実行し、次

Ⅰ．研究の背景、目的
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の研究会にて報告するとともに、外部研究者

による勉強会も併せて行った。
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１．ハード面の改善

“Webによる職場改善支援システム”を

利用し、当社での高齢者の継続雇用が可能と

なるような作業負担及び生産性向上に寄与す

る主として下記の４つの現場環境整備を実施

した。

イ．開先作業の重量物手持ち作業を回避する

ための支援機器（バランサー）の導入

ロ．待ち時間を回避するための“鉄骨部材と

平板の溶接作業（サイコロ作業）”用支援

機器（クレーン）の導入

ハ．鉄骨切断工程運搬時間を短縮するための

支援機器等（型鋼の移動コンベアー及び搬

出口）の設置

ニ．手暗がりを解消するための支援機器（磁

石設置式スポット照明）の導入

２．ソフト面の改善

同じく本システムを利用し、超高齢・少子

社会の“ものづくり”及び技能伝承ならびに

本企業での高齢者の継続雇用に寄与するＰＣ

上で“いつでも、何処でも、誰でも”参照で

きる下記の溶接ナレッジデータベースを作成

した。

イ．仕口溶接（大五郎）のデジタル作業マニュ

アルの作成

ロ．下向き溶接（SA-2F）のデジタル作業マ

ニュアルの作成

３．本研究で実施した改善内容は、活用事例

として速やかに、“職場改善支援システム”

から配信できるよう、職場改善支援システム

の“改善事例検索結果”表示形式でのデータ

提供を試みた。

４．本研究では、上記１,２-より、高齢化対応

型職場づくりのための“Webによる職場改

善支援システム”の利用メリットを明らかに

すると共に、実践化された高齢者活用のため

の改善ノウハウデータの蓄積に寄与すること

で、“Webによる職場改善支援システム”の

さらなる企業間利用を加速する基盤を確立し

た。

Ⅱ．研究成果の概要
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１．“Webによる職場改善支援システ
ム”を活用した改善方法の把握

共同研究の実施にあたり、具体的な研究の

進め方のノウハウは有していない実情及び本

研究結果が共同研究者である（独）高齢・障

害者雇用支援機構の“Webによる職場改善

支援システム”で利用されることもあり、こ

の支援システムを活用して実施することとし

た。

まず、「調べる」をクリックし、下記に示

す次画面の「職場改善ノウハウデータベース」

の中の「ノウハウトピックス」をクリックし、

動画で提示される“改善の進め方”を参照し

た。

２．“Webによる職場改善支援システ
ム”を活用した改善の実施

本研究では“改善の進め方”のアプローチ

（１）“Webによる職場改善支援システム”
とは

本システムは大きく「チェックする（あな

たの職場の改善ポイントがわかる）」、「調べ

る（改善のためのヒントがわかる）」、「評価

する（作業の負担度合いがわかる）」の３つ

のシステムにより構成されている。そのTop

画面を図表１に示す。

法に基づき、順次研究を実施することとした。

（１）テーマ設定

（２）プロジェクトの立ち上げ

（３）問題職場及び問題点の発見
現場お及びプロジェクト委員会での聞き取

りの結果、現状で問題点と感じている作業内

容は以下のものであった。

Ⅲ．研究（職務再設計）の内容と結果

図表１　職場改善支援システムのTop画面
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イ．開先作業の重量物手持ち作業

部品作成の開先作業は、当社の鋼構造物

加工作業の中でも大きなウエイトを占める

作業である。問題は、対象部品をフライス

盤に乗せる場合、下の写真で示すごとくそ

の重さが約20㎏以上であるものでも手持ち

作業で行っており、高齢者や女性にとって

は負担が大きい作業であることが問題点と

して挙げられた。

写真１

ロ．“鉄骨部材と平板の溶接作業（サイコロ

作業）”と他作業とのクレーン干渉

下記の写真で示す溶接作業は各製品に共

通する作業である。溶接装置への組み付け

の際には、運搬・保持のため、大型の天井

クレーンを用いて作業することが余儀なく

されるが、天井クレーンは他作業でも頻繁

に使用されるため、溶接作業者に手待ちが

発生する。冬場における当社の工場室温は、

外気と同様になることもあり、作業効率の

悪さは作業時間の延長を伴い、高齢者にと

って慢性的負担をもたらすことにも成りか

ねないことが問題点として挙げられた。

写真２

ハ．鉄骨孔あけ工程での部材運搬作業

鉄骨孔あけ作業は鋼構造物の全製品に不

可欠な作業である。鉄骨孔あけ工程への部

材投入と搬出は、現在大型の門型クレーン

を使用し、近接する狭領域の投入・搬出口

を使用している。投入・搬出の優先順位に

より、鉄骨孔あけ工程作業者の部材組み替

え作業が高頻度に発生し、本来の作業が中

断する等、作業効率が悪いものとなってい

る。特に、冬場は骨材、雪、氷等が相まっ

て足場が悪く、外気温も低いため不安全状

況が発生することが問題点として挙げられ

た。

写真３

ニ．技能伝承のための仕組みづくり

当社の現状での競争力は加工技術の高さ

によるものと考えているが、これらは個々

の作業者の技能に依存している。しかしな

がらこれら技能の伝承や修得方法について



［共－１５－０１］河合鉄工（株）

15

は明らかになっていない。高齢ベテラン従

業員から若年者への技能伝承は不十分であ

り、高齢従業員同士の間でも加工技術・知

識・技能にバラツキが生じていた。この問

題を解決するための仕組み作りが問題点と

して挙げられた。

（４）現状分析
上記に提示された項目にそって調査を実施

することとした。

まず、聞き取り調査で問題点となった項目

から調査を行なった。

イ．開先作業の重量物手持ち作業と作業負担

① 開先作業における手持ち作業の発生割

合

重量物の手持ち作業を伴う開先作業の

稼働状況を図表２に示す。

調査結果より開先作業の場合、手持ち

作業は付随作業に含まれる。したがって、

開先作業実施の場合その20%が重量物運

搬に相当することが明らかとなった。

図表２　開先作業の稼働状況

②　重量物持上げ作業の作業負担の定量化

開先作業の問題点は、重量物の手持ち

作業が高齢者や女性にとって負担が大き

いことであった。そこで“職場改善支援

システム”の「評価する負担の度合いが

わかる」を使用し、本作業の負担の定量

化を試みた。

条件として、15Kgの運搬を想定して

運搬作業の作業姿勢を選択入力した。

本システムの実行より下記の結果が得

られた。

すなわち、当作業の作業姿勢負担評価

指数は158.5ポイントが得られた。指数

の評価では、“120.0ポイント以上は負担

が高く改善対象、100.0以下を目指すこ

と”との内容がコメントされた。本作業

は開先作業での運搬発生割合を鑑みても

積極的に改善すべき作業であることが明

らかとなった。

ロ．“鉄骨部材と平板の溶接作業（サイコロ

作業）”のクレーン使用状況等と作業性

本作業での問題点は、天井クレーンの使

用に関しての他作業との競合による手待ち

の発生ならびに作業中断による作業切り替

えから発生する作業性の悪さであった。調

査期間中の、“クレーン待ち時間”“クレー

ン使用頻度”“クレーン使用作業の発生割

合”を図表３に示す。

図表３　クレーン使用作業の発生割合

聞き取りの通り、“手待ちの発生”およ

び“作業中断による作業切り替え”が発生

し、このことにより長時間作業に至ること

も懸念され、作業性向上に向けての改善の

必要性が明らかとなった。

ハ．鉄骨孔あけ工程での部材運搬作業の発生

割合と危険性

本作業の問題点は、一カ所の投入・搬出

口を使用して、鉄骨孔あけ工程作業者が行

なう、狭小作業域での部材運搬であり、作

調査項目 結　果

クレーンの
手待ち時間

クレーン
使用頻度

第１日目

第２日目

第３日
１日
あたり

10分間
クレーン使用が困難
と判断し、別作業に
切り替えて作業を実
行。その結果、５時
間クレーンを使用せ
ず。

５分間

15回

クレーン
使用作業の
発生割合

準備作業 10.0%

付随作業 11.0%
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業中断等の作業効率の悪さ及び冬場におけ

る滑る等の不安全状況であった。

稼働分析の結果、運搬それに冬場は当然

それに伴う不安全状況の発生は、準備作業

の発生割合で示されるが、本作業での“準

備作業”は、25.0%を示した。すなわち、

冬場は本作業の四分の一が“不安全状況”

下で作業されることとなる。また、搬出に

伴う作業時間は１回あたり23分を要してい

た。危険性回避のためには、運搬作業域を

拡大し、可能な限り作業者が骨材の上に昇

らないこと、外部で作業と時間を減少させ

ること等の改善の必要性が明らかとなっ

た。

ニ．工場全体の問題点の把握

①“職場改善チェックシステム”から捉え

た問題点

聞き取り調査以外の当工場の問題点と

解決策を探すため、“職場改善支援シス

テム”の「チェックする。あなたの職場

の改善ポイントがわかる。」を使用し、

下記に提示される４分野での問題点の把

握を行なった。

本システムの検索結果、得られた改善

のためのヒントを下記に示す。

② 職場環境チェック項目（照度、騒音）

の調査

職場環境のチェックで、当工場では

“照度”“騒音”にチェックが入れられた。

そこで、実際のこれら両環境条件につい

て定量値を得るため調査した。

a. 第１工場照度分布

第１工場の天候、曇りの照度分布を下

記に示す。

その結果、第１工場北側の機械加工ラ

インの照度が300（lx）であり、暗すぎ

ることが明らかとなった。JIS Z9110に

よると一般製造業では300（lx）以上必

要とされている。現状で水銀灯が付いて

いるが、増強または取付位置を下げるな

どの対策が必要と考えられた。また、下

記の、開先作業、ケガキ作業、ロボット

入力作業など視力が必要とされる作業場

図表４　第１工場照度分布

写真４
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にはスポット照明等の改善策が必要と判

断された。

b. 工場の騒音分析　

“開先作業”、“溶接ロボット段取り作

業”、“穴あけ作業”、“黒皮取り作業”、

“クレーン運搬作業”、“サイコロ組立作

業”、“床サンダーがけ作業”、“屋外溶接

作業”の各々の騒音について５S間隔50

回（ｄＢ）行った。問題点と改善の方向

を考えたものを図表５に示す。

③　工場全体の労働生産性

チェック表では把握できない、当社の

労働生産性を知るため、工場エリアを７

鋼構造物は運搬にはクレーンやリフトを用

いなければならない。そこで、“運搬”、“加

工”、“監視”を主体作業（付加価値のある作

業）として捉えると、当社は48.3%～66.4%で

つに分類し、ワークサンプリング方式で

各職場の稼動状況を調査した。

その結果を図表６で示す。

あることが明らかとなった。“作業余裕”に

関わる割合が多いので、原因を追求し労働生

産性の改善を行なわなければならないことを

再認識した。短納期、現場でのジャストイン

図表５　騒音に係る問題点と改善案

図表６　ワークサンプリング方式による各職場の稼働状況
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タイム納入、加えて、高齢者の継続雇用を行

なうための経済的基盤を作るためにも不可欠

と考えた。

以上のことを踏まえ“指摘項目”にしたが

って下記のシートを利用し問題点を書き上げ

た。

（５）問題点と改善の指針
領域別に明らかとなった問題点は「機械加

工場」では13項目、「溶接職場」では７項目、

「屋外作業場」では５項目、「工場全体」で14

項目が上げられた。

プロジェクト委員会では、調査結果から挙

げられた問題点に対し、労働負担の軽減及び

雇用基盤づくりのための労働生産性向上をも

踏まえ個々の改善案の検討を行った。次いで、

検討された改善案に対して「◎すぐに実施す

る。○検討実施する。△検討する。」の判断

を下し、担当者と完了期限を定め、順次実行

することとした。

本研究期間中では、「機械加工場」では13

項目中９項目、「溶接職場」では７項目中３

項目、「屋外作業場」は無し、「工場全体」で

は14項目中５項目が解決された。

なお、「溶接職場」に記載の“加工ミス”

対策は技術を誇る当工場においては特に重要

な課題と考え、撲滅に向けて従業員一体とな

った取組みを行うこととした。

下記にプロジェクト委員会が挙げた問題点と

改善案例を示す。

図表７
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（６）改善案の策定と試行ならびに改善効
果

プロジェクト委員会では、多くの問題点の

中から現場が改善を強く望む聞き取り調査で

挙げられ、そして実際の調査でその問題の重

要性が明らかになった、“開先作業の手持ち

作業”、“鉄骨部材と平板の溶接作業のクレー

ン干渉”、“鉄骨孔あけ工程での部材運搬作業”

を中心としてハード面の改善を行うことを決

定した。

また、当社の特化物である“技能伝承のた

めの仕組みづくり”をソフト面の改善として

取り上げることとした。

これらの具体的改善案作成のために、“職

場改善ノウハウデータベース”を活用するこ

ととした。

ノウハウデータベースシステムからは、

「高齢者のための働きやすい職場づくりを実

践している各種企業の事例、改善手法、具体

的支援機器等を検索することができるので、

解決策決定の参考になる」とされている。

イ．“開先作業の重量物手持ち作業”の改善

①　ノウハウデータベースの活用

当作業の改善にあたって、まず、“改

善手法”の検索を実行した。

事例検索から、「持ち上げ作業の負担

の軽減・不具合姿勢が解消」され、高齢

者でも女性でも簡単に取り扱い可能な

“バランサーの導入”が支援機器として

有効であると判断した。

②　開先作業の改善案の策定

・使用：移動式、耐荷重150㎏、高さ

2800以内、エアー式、マグネッ

トアタッチメント可能

・台数：２台必要か？開先作業と穴あけ

作業と同時に行う頻度は？

他作業への利用？・・・サイコ

ロ等の他作業への利用を考えた

場合、耐荷重500㎏.必要か？

③　試行：バランサーの導入

写真５に導入されたバランサーを示

す。

写真５

④　改善効果

a. 改善後の持ち上げ作業負担の定量化

“評価する”を用いて、改善後の負担の

評価を行った。

作業姿勢負担評価指数は、改善前が、

158.5ポイントであったものが、“100.0以

下を目指すこと”とされた73.3ポイント

に低減した。

b. 開先作業担当者の評価

図表８

担当作業者からも、支援機器導入に対

する高い評価が得られた。

ロ．“鉄骨部材と平板の溶接作業（サイコロ

作業）”と他作業とのクレーン干渉の改善

①　ノウハウデータベースの活用

本作業の改善にあたって、“改善事例”

の検索を実施した。
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事例検索の結果、天井クレーンのみを

使うことに疑問を持ち、補助クレーンを

用いることで、作業性の向上と作業時間

の短縮を可能とする事例を得た。このこ

とから、“補助クレーンの導入”が支援

機器として有効であると判断した。

② “鉄骨部材と平板の溶接作業（サイコ

ロ作業）”と他作業とのクレーン干渉の

改善案の策定

サイコロ作業専用の「クレーン」を増設

し、クレーン待ちをなくし、併せて、サイ

コロ作業域をパイプ開先加工機横に持って

くることを検討した。

・仕様：下記に示すＬ型クレーン模式図と

サイコロ加工場レイアウト図をベースと

して５ｔクレーンの下側にL型クレーン

を設けることを考えた。

・台数の検討：サイコロの長尺（15m）が

開先加工機に掛かるとクレーンの往来が

できなくなるため、コア溶接ロボット側

と組立場側に２台必要と考えた。

・設置場所：溶接作業場との兼ね合い（幅

６～８m）を検討した。

③ 試行：サイコロ作業専用の「クレーン」

の増設ならびにサイコロ作業域の変更

図表９　サイコロ加工場レイアウト図

図表10 Ｌ型クレーン模式図
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④　改善効果

a. 作業性の評価

改善前と改善後の“クレーン待ち時間”

“クレーン使用頻度”“クレーン使用作業

の発生割合”の比較を下表に示す。

サイコロ専用クレーンの導入後は、一

切のクレーン待ちのムダが排除され、使

用頻度も顕著に増加した。使用頻度の増

加にもかかわらず、準備及び付随作業が

減少したのは、クレーン導入が極めて作

業性を高め時間短縮の可能性を示唆する

結果と判断される。

図表11 作業性の評価

b. 作業担当者の評価

担当作業者からも、支援機器導入に対

する高い評価が得られた。

図表12 作業担当者の評価

ハ．“鉄骨孔あけ工程での部材運搬作業”の

改善

①　ノウハウデータベースの活用

当作業の改善にあたって、まず、“改

善手法”の検索を実行した。

事例検索の結果、型鋼移動コンベヤを

使用し１人作業での作業効率の向上、作

業負荷の軽減を可能とする事例を得た。

また、同ページには、関連手法として、

“床のすべり”等の項目も参照でき、“型

鋼の移動コンベアー”が支援機器として

有効であると判断した。

② 鉄骨孔あけ工程での部材運搬作業の改

善案の策定

鉄骨孔あけ工程に下図に示すように搬

出専用コンベアを増設することを検討し

た。また、開先工程連絡コンベア及び、

孔あけ工程専用小型門型クレーンの増設

も併せて検討することとした。

図表13 穴あけ作業場レイアウト
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・長尺部材（15m）の割合は10％弱だが、

「搬出コンベア」の導入により、仕掛の低

減など効果が大きい。

・開先加工を行う頻度は約15％程度であるこ

とから「開先連絡コンベア」の導入はどう

するか？→稼働率、予算面から困難と判断。

・「小型門型クレーン」も予算上困難と判断。

③ 試行：搬出用“型鋼の移動コンベアー”

ならびに“搬出口”の設置

④　改善効果

a. １回あたり搬出時間の評価

本作業では現状では搬出に伴う作業時

間として１回あたり24分を要していた。

図表14に導入前と導入後の搬出時間の

比較を示す。

図表14 移動コンベアの導入前後の比較

導入後は、１回あたり23分の作業時間が短

縮される効果が得られた。搬入と搬出口を

別々にしたことより、運搬作業域を拡大化し、

また、外部での作業時間を減少させる“不安

全状況”の解消に寄与するもの判断される。

b. 担当作業者の評価

図表15 作業担当者の評価

搬入口�

型鋼の移動コンベアー�

写真６
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ニ． その他の改善

① “磁石設置式スポット照明の導入”

作業環境で“手暗がり”と判断された

箇所に、“磁石設置式蛍光灯タイプのス

ポット照明”の導入を行なった。

写真７

②　改善効果

当工場は鉄鋼業であり、導入したスポ

ット照明は磁石設置式なので何処へでも

手軽に移動可能で、作業者にとっては、

横から直接加工箇所を照明でき、作業性、

加工ミスの回避、安全性に極めて大きな

効果があるとの評価を得た。

ホ．技能伝承のための仕組みづくり

①　技能伝承項目の洗い出し

技能伝承のための仕組みづくりのた

め、すでに規格化されているもの、勘や

経験などのように作業者の頭の中にある

ものにこだわらずに作業をする場合に

「調べなくてはいけないこと」「あると便

利なもの」「困っていること」など仕事

の効率化やスキルアップにつながる事柄

についての洗い出しを行うこととした。

図表16にその内容を示す。

図表16 技能伝承項目の洗い出し内容
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② “技能伝承のための仕組みづくり”策

定案の検討

上記の調査項目を基に、若手作業者の

スキルアップで時間が掛かる作業や熟練

者の勘と経験に頼る作業などをキーワー

ドとしてテーマの検討を行った。すでに

書類としてできている項目に関しては、

自力でデータベースに入力できるので、

標準化が行われていない項目に着目し

た。

若手作業者がまず理解しなければいけ

ない作業として、「切断」、「孔明け」、

「溶接」、「研磨面処理」がある。切断、

孔明けや研磨面処理に関しては、機械の

操作を理解することによりある程度のレ

ベルになることができるが、溶接は勘と

経験に頼るところが大きい作業である。

当社でも若手作業者の教育方法は、胴

縁と呼ばれる部品の溶接作業の補助員と

して作業させて溶接技術を積ませてい

る。このようなことから、スキルアップ

を支援するために扱うテーマを「溶接作

業」とすることにした。具体的な内容は、

「仕口溶接ロボットの操作手順」と「半

自動溶接技能評価試験に沿った訓練手

順」に有効に活用できるものとした。

その結果、ノートＰＣを利用して訓練

対象作業者が“いつでも”“何処でも”

訓練教育ができるようなマニュアルを作

成することとした。具体的には本研究期

間中には、「仕口溶接（大五郎）の作業

マニュアル」「下向き溶接（SA-2F）の

作業マニュアル」の２つのデジタル作業

マニュアルを作成することとした。マニ

ュアルはマイクロソフトAccessにて作

成した。

なお、当社では、これまで多くの溶接

ロボットを導入してきており、その際メ

ーカーから各ロボットの作業内容につい

て解説した動画ファイルがあった。これ

らファイルはこれまであまり作業員の目

にふれることはなかった。しかし本研究

において、ノートＰＣによる作業マニュ

アルが作成されたため、これら動画ファ

イルもＰＣにインストールすることとし

た。これによりマニュアル同様に他作業

に従事する作業人にも溶接ロボットの概

要を把握してもらうことが可能となっ

た。当社でも今後、単能工から多能工化

教育も行ないたいと考えていたことか

ら、本研究をきっかけとしたインストー

ルは、その第１歩となるものと考えられ

た。

インストールした溶接ロボットの動画

解説ファイルは以下の４つである。

いずれも画面をクリックすることで動

画説明が現れる。

a. 試行１：仕口溶接（大五郎）のデジタ

ル作業マニュアルの作成

・内容：現在、仕口溶接ロボット「大五郎」

は、当社の山中、竹沢両氏のみしか扱え

ない。そこで、女性や高齢者でも扱いが

可能となる動画を交えたデジタル操作手

順マニュアルを作成した。

b. 試行２：下向き溶接（SA-2F）のデジ

タル作業マニュアルの作成

③ 内容：半自動溶接の技能向上は日本溶

接協会の技能資格を取得することにより

行っている。そこで、合格するための手

順、ノウハウについて動画を交えてデジ

タルマニュアル化を作成した。

下記にマニュアルのトップ画面例を示

す。
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図表17 仕口溶接（大五郎）の作業マニュアル
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（７）“改善事例検索結果”表示形式での
データ提供

職場改善ノウハウデータベース�
業種�

改善�

テーマ�

改善�

目的�

改善�

方法�

関連�

項目�

改善手法�

支援機器�

実施企業�

物の持ち上げ、�

物の運搬�

バランサー�

河合鉄工（株）�

鋼構造物製造販売業� 改善前�

Video

改善後�

Video

開先作業の重量物手持ち上げ�

作業の改善�

重量物持ち上げ作業の改善と�

負荷軽減�

　開先作業で、約20㎏部材を�

フライス盤に手持ち作業で設�

置していた。バランサーを導�

入することで高齢者や女性で�

も負担のかかることなく作業�

を遂行することが可能となっ�

た。�

図表18
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当社は、北海道帯広市にて、鋼構造物の受

注製造販売を行っている企業である。当社は

昭和57年には建設大臣工場認定のＨランク

（ハイグレードランク）を取得し、今後ます

ます確かな技術力をもってお客様そして地域

のニーズに応えたいと考えている。鋼構造物

の加工現場は３Ｋ職場に類すること、加工に

は経験や技量が必要とされるが、若年者の定

着性悪さと相まって従業員の高齢化が進んで

いる。今後、これまで当社を支えてきた従業

員の高齢化は所与のものとして再雇用制度を

より活用できるように“働きやすい作業環境

を整備”していくこと、そして、その経済的

基盤となる労働生産性の向上を図って行くべ

きと考えている。また、当社生き残りのため

には、若年者の技術修得及び定着性向上にも

つながる加工技術の継承システムの構築も不

可欠な課題であると考えていた。

本研究では、これらの課題を解決すべく

「鋼構造物製造業における技能伝承の仕組み

づくりと、作業負荷軽減に関する調査研究」

としたテーマで取り組んだ。具体的な研究を

進めるにあたり共同研究者である（独）高

齢・障害者雇用支援機構の“Webによる職

場改善支援システム”を利用することとした。

本報告書はこのシステムの活用事例として寄

与できるような構成とした。

得られた成果は、研究成果の概要でも記載

したように、下記のものである。

１．ハード面の改善

“Webによる職場改善支援システム”を

利用し、当社での高齢者の継続雇用が可能と

なるような作業負担及び生産性向上に寄与す

る主として下記の４つの現場環境整備を実施

した。

イ．開先作業の重量物手持ち作業を回避する

ための支援機器（バランサー）の導入

ロ．待ち時間を回避するための支援機器

（“鉄骨部材と平板の溶接作業”用クレーン）

の導入

ハ．鉄骨切断工程運搬時間を短縮するための

支援機器等（型鋼の移動コンベアー及び搬

出口）の設置

ニ．手暗がりを解消するための支援機器（磁

石設置式スポット照明）の導入

２．ソフト面の改善

同じく本システムを利用し、超高齢・少子

社会の“ものづくり”及び技能伝承ならびに

本企業での高齢者の継続雇用に寄与するＰＣ

上で“いつでも、何処でも、誰でも”参照で

きる下記に示す溶接ナレッジデータベースを

作成した。

イ．仕口溶接（大五郎）のデジタル作業マニ

ュアルの作成

ロ．下向き溶接（SA-2F）のデジタル作業マ

ニュアルの作成

３．本研究で実施した改善内容は、活用事例

として速やかに、“職場改善支援システム”

から配信できるよう、職場改善支援システ

ムの“改善事例検索結果”表示形式でのデ

ータ提供を試みた。

４．本研究では、上記１,２より、高齢化対

応型職場づくりのための“Webによる職

場改善支援システム”の利用メリットを明

らかにすると共に、実践化された高齢者活

用のための改善ノウハウデータの蓄積に寄

与することで、“Webによる職場改善支援

システム”のさらなる企業間利用を加速す

る基盤を確立した。

本報告書の「問題点と改善案」の表中に

も記載されている通り、当社には未解決の

多くの課題が残っている。これからも、こ

れら課題を１つ１つ吟味し解決していきた

いと考えている。

Ⅳ．まとめ
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